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● 将来の災害に備えて 救護訓練に参加しています
● 防災セミナーを行っています
● 赤十字の寄付ってどんなものがあるの？
●「未来へつなぐ 相続・遺贈セミナー&相談会」を開催しました
● 救急法講習普及のヒーロー 人道人間クロスレッド公開中!!

「大葉ソース」が当たるアンケート実施中!

ホームページ

Instagram



将来の災害に備えて
救護訓練に参加しています

地域の防災力向上を目指して防災セミナーを行っています

地図を使って地域の危険な箇所を学ぶ
災害図上訓練(DIG）

避難所ではどのような問題が起こるのか考える
避難所運営ゲーム(HUG)

災害の体験記を読んで防災意識を高める
災害エスノグラフィー

　日赤大分県支部では地域の「自助」と「共助」の力を高め、地域住民の方々自らが災害からいのちを守り、
被災に伴う心身の苦痛を軽減することを目的に赤十字防災セミナーを行っています。
　防災セミナーでは、皆様の街で災害が発生したときに予想される被害や救助活動、避難生活などの課題を具
体的にイメージしながら、いのちを守るさまざまな方法を地域に密着した形で学ぶことができます。
　開催をご希望の地域・団体の方は日赤大分県支部までご連絡ください。

お問い合わせ　事業推進課　097-534-2237

九州八県合同訓練（11月3～4日 久留米市）

大分県・西部地区等総合防災訓練（10月8日 日田市）

大分空港航空機事故対処部分訓練（10月24日 国東市）

　「人間のいのちと健康、尊厳を守る」という使
命のもと、赤十字は被災地へ救護班（※）を派遣し、
支援を必要とする方に対して医療救護活動を
行っています。
　頻発化する災害に備え、今年度も様々な訓練
に参加し救護班の知識や技術の向上に努め、消
防や災害派遣医療チームDMATとの連携強化を
図りました。

※救護班…医師や看護師等で構成される医療チーム。大
分県には８班を常備し、被災地にいち早く駆
けつけて救護活動を行います。



「未来へつなぐ 相続・遺贈セミナー&相談会」を開催しました
　10月15日（土）、大分県司法書士会、大分県公
証人会との共催による相続・遺贈セミナー＆相談会
を大分県にて初めて開催しました。
　セミナーでは、県司法書士会から相続や登記につ
いて、日本赤十字社大分県支部から赤十字の歴史や
活動について、県公証人会から遺言と遺贈について
説明しました。
　セミナー終了後は県司法書士会が個別相談会を実
施し、相続の手続きや、遺言の作成などについて相
談に応じました。
　当日は50名以上の方にご参加いただき、「遺言
がいかに重要なことが分かった」や「赤十字の活動について知ることが出来た」などのお声をいただきました。
　寄付先として赤十字に思いを託していただけるよう、日本赤十字社大分県支部はこれからも人道支援に取り
組んでいきます。

赤十字について講演を行う職員

赤十字の寄付って
どんなものが
あるの？

○活　動　資　金とは…災害救護活動などの日本赤十字社の人道的活動に使われます。
○義　援　金とは…日本国内の被災地の方々の生活支援に役立てられます。被災

した県に設置される義援金配分委員会に全額が送金され、被
災者に届けられます。

○海外救援金とは…海外の災害や紛争で苦しむ方々のために使われます。
今年度、ご寄付をいただいた方々を一部ご紹介します。

生命保険協会大分県協会様

社会貢献活動の一環として、赤十字の活動資金
30万円をご寄付いただきました。

大分ヤナセ株式会社様

創業60周年の記念事業の一環として、赤十字の活
動資金として50万円のご寄付をいただきました。

鶴崎臨海ライオンズクラブ様

鶴崎おどりの会場で令和４年８月３日からの大雨災害
義援金を募集し、約５万円をご寄付いただきました。

表紙の写真：
NHK海外たすけあいキャンペーン街頭募金
　毎年12月はNHK海外たすけあいキャンペーンを実施しています。
　集まった救援金は紛争や災害、病気など、世界で困っている人々のために
使われます。
　令和４年も多くの方にご協力いただき、誠にありがとうございました。

株式会社トキハインダストリー様
県内23の店舗に設置
した募金箱にて集め
られた70万円を超え
るウクライナ人道危
機救援金をご寄付い
ただきました。また、
今年度の５月にも78
万円の救援金をいた
だいており、累計では
約150万円のご寄付
をいただいております。

大分県建設機械レンタル協会様
例年、協会内で義援
金や救援金の募集を
していただいており、
この度は20万円を超
える金額を、活動資
金としてご寄付いた
だきました。現在ま
でに累計27回、180
万円を超える金額を
ご寄付いただいてお
ります。

赤十字への寄付について　お問い合わせはこちらから　☎０９７－５３４－２２３６



① お名前・郵便番号・ご住所・年齢
② 本誌を読まれた場所（地区など）
③ 本誌へのご意見・ご感想
④ 今後掲載してほしい内容

●回答先●

※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

　今後の「日赤おおいた」の紙面づくりの
参考とするために、アンケートへのご協力
をお願いします。右記の①～④をご記入の
うえ、令和５年４月14日(金)必着で、
郵便、FAXにてご回答ください。
　ご協力いただいた方から抽選で、大分県
産の大葉を使用した「大葉ソース」を10
名の方にプレゼントします。
　皆様のご意見をお待ちしています。

郵 送
〒870-0033 大分市千代町2丁目3番31号
日本赤十字社大分県支部 総務課

「日赤おおいた」５7号 アンケート係

FAX　(097)533-6795

ホームページ・YouTubeで公開中！

第一話
「出現！ 悪の利己心軍団
   炸裂！ 決死の傷の手当」

第二話
「恐怖！ 熱中症　
   駆けつけろ！ クロスレッド」

クロスレッドの動画はこちらか
ら／

「日赤おおいた」のバックナンバーは、こちらからご覧になれます。

　キャンドルサービスとは、ナイチンゲールがクリミア
戦争において、夜もキャンドルの灯を手に傷病兵を見回
り、献身的に看護にあたったことにちなんで行われてい
るセレモニーで、大分赤十字病院では昭和32年から行
われています。看護師をはじめとしたスタッフがキャン
ドルを持ち明かりを消した病棟を廻り、キャンドルの光
に照らされた厳かな雰囲気の中、患者さんの一日も早い
快復と心の安寧を願いました。

大分赤十字病院　キャンドルサービスを行いました

人道人間クロスレッド 検索

※お詫びと訂正
日赤おおいたNo.56で掲載した健康講座について、令和5年2月25日（土）にJ:COM ホルトホール大分で開催を予定していま
した市民公開健康講座は、新型コロナウイルス感染症予防のため中止にいたします。ご理解の程よろしくお願い申し上げます。


